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イプⅡ），新潟県中越地震（タイプⅡ）の 3 種類であり，3 方向同時加振とした．検討の結
果，タイプⅠ地震動では，補剛桁の振幅は最大 3m となり，継続時間は数分間に及ぶこと，
また，タイプⅡ地震動では，塔基部および塔水平材隅角部に降伏に近い応力が生じ，特に，
中間塔では側塔に比べて，変位や基部軸力変動が増加することがわかった．塔の応力に対
する位相差の影響については，地震波の伝播速度 1.2～1.5km/sec 付近で，応答値がピーク
となるものの，いずれも塔の限定的な断面補強で対処可能であることを示した． 
第 5 章では，基本となる一箱桁形式の多径間吊橋を対象に，耐フラッター特性を明らか
にするとともに，クロスステイと呼ばれる耐風安定化策の適用を試みた．クロスステイは，
主ケーブルと補剛桁を X 字型のフレームで連結し，固定する部材であり，ねじり振動を抑
制する．解析には，無風時の 100 次の固有振動特性を考慮して，マルチモード連成フラッ
ター解析を適用した．検討の結果，クロスステイ設置前のフラッター限界風速 Ucrは 51m/sec
となること，また，クロスステイの最適位置では，Ucr=67m/sec に改善されることがわかっ
た．さらに，本試設計では，径間数によらず同等の耐風安定性を有することも確かめられ
た． 
第 6 章では，空力特性に優れる二箱桁形式を多径間吊橋に適用することで，耐フラッタ
ー特性の向上の可能性を検討した．二箱桁形式の非定常空気力については，既往の風洞試
験の結果を参照し，それを考慮できる解析プログラムを開発した．加えて，センターステ
イおよびクロスステイによる耐風安定化策の適用を検討した．検討の結果，二箱桁のみの
場合，Ucr=64m/sec となるのに対し，センターステイの適用の場合，Ucr=74m/sec，クロス
ステイの適用の場合，最大で Ucr=94m/sec となり，耐風安定性が飛躍的に向上することを
示した．さらに，設計風荷重を漸増させて，強風時の静的耐荷力を検討したところ，風速
83m/sec 相当の風荷重で，塑性化の進展により終局となることがわかった．以上より，二箱
桁形式にクロスステイを併用すれば，我が国の厳しい照査風速（80m/sec）を満足する，十
分な耐風安定性を確保できることがわかった． 
第 7 章では，検討の結果を総括するとともに，超長大多径間吊橋の実現性と今後の展望
を示した． 
